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当社事例 環境価値化への取組
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森林吸収源クレジット取得実績

2009年、宮崎県の社有林を対象
としたプロジェクトを森林吸収活
動型で登録

民間企業として発行見込みとなっ
た、森林吸収活動型に関する国内
初の事例
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課題抽出 環境価値化への課題
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森林経営収益における森林吸収源クレジット収入の位置づけ

本業である素材販売収益とのバランス

（key.）あくまでも副産物 伐らない林業の出現 施業体系の見直し

循環型林業（再造林）推進のための森林吸収源クレジットの活用

循環型林業との親和性

（key.）皆伐即排出 再造林による留保 HWP

再造林費用における補助金残（補助金で賄えない部分）に充当

（key.）吸収量最大時期とのギャップ クレジット発行権の授与

再造林後のトレーサビリティ

（key.）衛星画像等によるモニタリング（追跡調査） 森林保険の活用

将来的な国内カーボンオフセットにおける位置づけ

森林吸収源由来のクレジットで全て需要を賄える可能性は低い

（key.）質の高いクレジット 顔が見える取組 地域活性化 クレジット価格

クレジット制度のありかた

（key.）J-クレジット制度改正 新たなクレジット制度

クレジットを介さない取組（自ら森林経営）




